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１． 研究目的

本研究の目的は，0 歳児クラスの子どもと保育

者の視線のやりとりが，会話のような規則性を持

つことを明らかにし，その上で，そのやりとりが

どのように分類されるか，その類型化を行うこと

であった．

研究助成の申請時には日本保育学会第 74 回大

会発表論文集に登録した内容（星野，2021）1）か

らより発展させ，具体的な子ども―保育者間の「視

線のやりとり」における類型化を行い，そのパタ

ーンを実証的に明らかにしようとしていた．

しかしながら，実際にはそうした具体的な保育

者と子どもの「視線のやりとり」の詳細なパター

ンを探るまで至らなかった．その理由は，2 点あ

る．まず 1 点は，そもそもこうした保育者と子ど

ものやりとりは，保育者の専門性の一部を成す「実

践知」（金井・楠見，2012）2）に含まれるというこ

とに気が付いたこと，2 点目は，保育者「実践知」

としての「視線」を抽出するためには，そもそも

どのような方法が適しているのかを検討すること

が先決であると考えたからである．

そこで今年度は，今後「視線のやりとり」の類

型化ではなく，まずは保育場面における保育者と

子どもの視線推移をこまやかに抽出する方法を勘

案することとした．

２． 研究実施内容

 本研究では，当初の申請内容を念頭に置きなが

ら，今後当初の目的を達成していくために，以下

の内容について取り組んだ．

（1）実践知に関連する先行研究の検討

（2）収集済みのデータを用いた分析

（3）学会発表

（4）今後の分析に用いるためのデータ収集

①ビデオカメラによる保育場面の映像記録

②ウェアラブル型アイトラッカーTobii Pro グラ

ス 2 による保育者の視線映像の記録

③ボイスレコーダーによる音声の記録

以下に，具体的な実施内容について順を追って

記載していく．

（１）実践知に関連する先行研究の検討

「実践知」「実践的知識」「実践的思考様式」

「熟達化」等について先行研究を収集し，検討を

行った．以下に主な先行研究を挙げる．

 

 

これらの先行研究を検討し，「実践知」の定義に

ついて検討した．そこから，保育における「実践

知」は「学問的理論や知識の単なる適用ではない，

個別具体的な状況で発揮され更新される実践者独

自の暗黙の知識や思考，方略の総体」（砂上ほか，

2012）と定義されること，またこの「実践知」と

いう概念は「暗黙の知識」という側面と「思考，

方略」という 2 つの側面から成り立つと解釈した．

というのも，砂上ほか（2012）の定義では「実践

知」というものは「実践者独自の暗黙の知識や思

ドナルド・ショーン（2001）3），ドナルド・A・

ショーン（2019）4）、佐藤（1990）5）、波多野・

稲垣（1983）6），砂上ほか（2009；2012）7）8），

中坪ほか（2010）9），佐藤ほか（1990）10）マイ

ケル・ポランニー（2003）11）など
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考，方略の総体」とされているため，知識，思考，

方略の 3 つを合わせて「実践知」であると読み取

れるが，砂上ほか（2012）において今後の課題と

して「語りに表われた実践知」と「行為としての

実践知」との差や関連を明らかにすることを挙げ

ており，そこから，「実践知」は「行為：実践的知

識」と「語り：実践的思考様式」の 2 つの側面か

ら成り立つと読み取った． 
その上で，波多野・稲垣（1983）の述べた「手

続的知識」と「概念的知識」という知識の両面性

を踏まえ，保育者が行っている行為を「手続的知

識」，その行為を概念化し意味づける思考を「概念

的知識」として捉えた．すると，これまでの「実

践知」を明らかにする研究の多くが保育者の語り

から明らかにしているということの理由が見えて

きた．当の保育者さえも語ることのできない暗黙

知（ポランニー，2003）としてもある「実践的知

識」は，そもそも外部から取り出すことが困難で

ある．そのために，これまでの「実践知」は保育

者が自覚した上で語る思考から明らかにされてき

たといえるだろう． 
（２）収集済みのデータを用いた分析 
 上述したように，保育者の「行為における実践

知」（実践的知識）を解明することが困難ななかで，

筆者は保育者の視線を手がかりにして，その「実

践的知識」を示す方法を勘案し，それによってど

ういった内容が「実践的知識」として表せるのか，

検討した． 
 その方法とは，会話分析におけるトランスクリ

プトを援用した方法である．具体的には，ウェア

ラブル型アイトラッカーの映像を，Microsoft フォ

トを使用して 0.08 秒おきにトランスクリプトに書

き起こすものである．それによって保育者の視線

推移を詳細に示すことが可能となり，その方法を

用いた結果，保育者の実践的知識として 3 点明ら

かにすることができた． 
（３）学会発表 
 （2）における内容について，日本乳幼児教育学

会第 31 回大会にて発表を行った． 
（４）今後の分析に用いるためのデータ収集 
 冒頭に記載したとおり，星野（2021）の内容か

らより発展させて，会話における規則性を用いた

「視線のやりとり」の類型化を行うことが助成金

申請時の目的であったが，類型化までは行うこと

ができなかった．そこで，今後「視線のやりとり」

の類型化を行うため，今年度の 8 月にデータ収集

を行った．ビデオカメラによる保育場面の映像記

録と，ウェアラブル型アイトラッカーによる視線

映像の記録，ボイスレコーダーによる音声の記録

である． 
 
３． まとめと今後の課題 
 本報告においては，申請当初の目的を明らかに

するものではなく，その目的を今後達成していく

ための準備段階として，先行研究の検討やデータ

の分析，学会発表，新たなデータの収集を行うも

のであった． 
 今後は，当初の目的であった会話分析を用いた

「視線のやりとり」の類型化を行うことと，保育

者の「実践知」を解明するため，「実践的知識」だ

けでなく，「実践的思考様式」についても検討を行

い，その両側面から「実践知」を捉えられるよう

にしていきたい． 
 
４． この助成による発表論文等 
 ①学会発表 
 ［1］星野優芽，「0 歳児クラスにおける保育者

の実践的知識 ―視線に着目して―」，日本

乳幼児教育学会第 31 回大会，2021 年 12 月

18 日，19 日，オンライン開催 
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